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緒　　　言

　広島県沿岸では，西部沿岸（廿日市市，広島市）と東

部沿岸（尾道市，福山市）で，アサリ採貝漁業が営まれ

ている。しかし，近年農林水産統計年報で報告されてい

る漁獲量は減少している。（Fig.1）1）

　二枚貝においては，一般的にグリコーゲンをエネル

ギー源として体内に蓄えている。グリコーゲンは，グル

コースの一時的な貯蔵多糖でエネルギーおよび炭素源と

なっており，グルコースは解糖経路に入り，分解過程で

生体エネルギーを生成することができる。また，インス

リン関連ペプチドが二枚貝においても細胞内へのグル

コースを取り込み，グリコーゲンとしてエネルギー源の

利用を促進していると考えられている。2）

　グリコーゲンは成熟および生残に関わり，その変動を

見ることでアサリの状態を示す指標になる3）と思われる。

　本研究は，アサリのグリコーゲン含量の季節変動を明

らかにするとともに成熟時期とグリコーゲン含量の変化

を明らかにすることを目的とした。

試料および方法

　アサリ試料は，広島県尾道市浦崎地先（以下，浦崎，

URASAKI），広島県江田島市江田島湾（以下，江田島，

ETAJIMA）から採取した。（Fig.2）

　採取日ごとにアサリ20個体の殻長，殻幅，殻高および

軟体部重量を測定し，既報4）にしたがって肥満度を算出

した。採取した個体は，むき身後冷凍，凍結乾燥し，分

析まで-20℃で保存した。採取した個体のうち，無作為

に 5個体ずつ選び，グリコーゲン含量をアンスロン硫酸

法5）によって測定した。

　採取したアサリの一部は，軟体部を10％ホルマリン溶

液で固定した後，成熟時期を判別するため，組織学的手

法で観察した。
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Fig.1　Annual changes in fish catch

Fig.2　�Sampling station of Japanese littleneck 

clam in Seto Sea
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Table1　Sampling profiles

Sites Date
Whole body　 Soft body　 Moisture　

Condition factor
weight（g） weight（g） regain（％）

Etajima 18-Apr-04 8.71±4.22 1.96±0.86 81.1±8.8 15.74±1.94

22-May-04 6.65±2.58 1.58±0.59 75.5±16.9 15.91±1.49

16-Jun-04 8.55±2.20 2.15±0.57 79.0±0.9 17.15±1.38

19-Jul-04 7.74±2.10 1.51±0.44 84.7±6.7 13.54±1.39

14-Aug-04 8.40±2.32 1.98±0.58 79.8±10.1 15.83±0.89

28-Aug-04 9.41±2.30 1.93±0.51 80.1±0.1 13.68±1.03

15-Sep-04 10.54±2.69 1.89±0.45 82.1±1.5 12.15±1.31

14-Oct-04 9.60±2.90 1.71±0.50 81.3±0.1 12.35±1.23

27-Oct-04 10.31±2.68 1.94±0.58 81.4±1.3 13.05±1.83

11-Nov-04 10.67±3.06 1.73±0.50 82.6±1.0 11.33±1.83

26-Nov-04 10.07±2.20 1.36±0.37 81.6±1.1 9.23±1.33

3-Dec-04 12.61±3.02 1.47±0.32 82.8±1.2 8.37±0.90

11-Jan-05 10.04±2.74 1.41±0.36 - 9.75±1.09

24-Jan-05 10.33±3.42 1.46±0.44 80.9±4.6 10.33±1.27

24-Feb-05 9.51±2.73 1.64±0.50 79.8±1.0 11.81±1.41

11-Mar-05 10.78±2.87 1.81±0.49 80.0±1.6 12.28±1.68

9-Apr-05 10.02±3.13 1.77±0.47 71.8±3.0 12.50±1.37

22-Apr-05 9.20±2.76 1.84±0.55 - 14.04±1.54

Urasaki 19-May-04 7.30±2.27 1.59±0.49 79.6±5.8 15.15±1.87

17-Jun-04 7.31±1.71 1.44±0.40 80.5±1.5 12.74±1.72

16-Jul-04 9.20±2.54 1.76±0.51 81.3±1.5 13.24±1.68

17-Aug-04 7.28±1.62 1.56±0.40 90.5±2.5 14.53±1.64

14-Sep-04 7.43±1.76 1.30±0.34 81.3±0.8 11.73±1.47

19-Oct-04 8.07±1.95 1.27±0.39 - 10.33±1.60

18-Nov-04 9.84±2.69 1.42±0.46 84.6±1.5 9.55±1.54

14-Jan-05 9.04±2.30 1.63±0.64 82.0±1.7 12.39±2.66

10-Feb-05 10.38±3.07 1.94±0.61 83.2±1.7 12.90±1.80

12-Apr-05 8.62±3.30 2.80±1.32 78.3±1.7 22.06±3.17

Fig.3　Seasonal change in glycogen contents
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結　　　果

アサリ軟体部の周年変化　水分量は，年間を通じて80％

前後で推移した。一方軟体部湿重量は江田島では 6月に

2.15gあったが，11月に1.36gに減少した。その後 4月に

かけて1.84gまで増加した。浦崎では 5月に1.59gあった

が，10月に1.27gまで減少した。その後 4月までに2.80g

まで増加した。

　肥満度は江田島では 6月の17.15から12月8.37まで減少

し， 4月に14.04まで増加した。浦崎では 5月の15.15か

ら11月に9.55まで減少したが， 4月に22.06に増加した。

（Table.1）

グリコーゲン量　Fig.3に浦崎と江田島のグリコーゲン

含量の季節変動を示した。浦崎では 5月に40.6mg/gで

あったが，その後減少し， 8月に一旦回復した後，11月

には，2.1mg/gまで減少した。その後 1月から回復し，

4月には70.8mg/gになった。江田島では 4月の31.9mg/

gから 5月には52.9mg/gまで増加したが，その後減少

し， 8月に一旦回復した後，11月には2.2mg/gまで減少

した。その後浦崎と同様に 1月から回復して 4月には

37.7mg/gになった。

　また，グリコーゲン含量が多い春期には，個体差が大

きいものの，グリコーゲン含量が低い冬期には個体差は

小さかった。

組織学的成熟度の季節変動　 5月から11月を通じて，卵

形成活動あるいは産卵活動が観察された（Fig.4）。

　 5月には卵が形成されており（Fig.4A）， 6月には卵

を放出していた（Fig.4B）。 7月に卵の形成活動は認め

られなかった。10月，11月には再び卵が形成されて，成

熟期を迎えていた（Fig.4C，D）。

A B

C D

Fig.4　�Histological sections of Japanese littleneck clam Ruditapes philippinarum collected from Urasaki: (A), 

May 2005;(B), Jun 2005;(C), Jul 2005;(D), Oct 2005
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考　　　察

　これまで広島県のアサリの産卵回数は 1回であると報

告4）されていたが，今回の組織学的観察の結果，関東地

方以南のこれまでの報告6−11）と同様春と秋の年 2回の産

卵であることが認められた。

　Fig.3のグリコーゲン含量の減少量を比較したとこ

ろ， 5月から11月までに，浦崎では7.6mg/g/月，江田

島では8.5mg/g/月となった。一方増加量は11月から 5

月までに浦崎で13.7mg/g/月，江田島で7.1mg/g/月とな

り，浦崎ではグリコーゲンの減少率が低く，増加率も高

いことがわかった。

　Fig.5にグリコーゲン含量と肥満度の関係を示した。

浦崎，江田島とも高い相関が認められ，貯蔵多糖である

グリコーゲンがアサリの肥満に大きく関係していること

が示唆された。定量的指標としてアサリの肥満度は，グ

リコーゲン含量の指標としても用いることができること

がわかった。

　一般的にアサリのグリコーゲン含量は成熟と密接な関

係があるとされており，本県海域においては卵が形成さ

れる 5月にグリコーゲン含量は高く，その後卵を放出す

る 7月には減少して，その後グリコーゲン含量が一旦回

復するが，10月，11月の卵形成期には再びグリコーゲン

含量は減少し，産卵を終えた時期にグリコーゲン含量が

最も低くなる。その後は春期の成熟に向けてグリコーゲ

ンを蓄積すると考えられる。
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